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湖沼生態系において、水生植物は主要な一次生産者であるだけではなく、魚類や底生生

物に産卵場所、生息場所、そして避難場所を提供するなど、重要な生態系機能を担ってい

る。そのため生態系・生物多様性の観点から水生植物の保全は重要である。特に汽水湖は

淡水域から海域への移行帯に位置するため、その環境は塩分に左右されやすく、塩分は水

生植物にとって重要な生育環境要因となる。本研究では、日本の汽水湖において、近年、

水生植物の多様性の減少が著しい湖沼が集中している山陰地方の汽水湖（湖山池、東郷池）

の事例研究を通じて、汽水湖における水生植物の保全・再生手法の構築を目指した。

第1章では、日本の汽水湖における水生植物の現状をとりまとめ、これらの置かれてい

る課題を抽出した。国内56カ所の汽水湖における水生植物の生育状況から、汽水湖の生態

系は一様ではなく、淡水種の生育に適した湖沼から海産種の生育に適した湖沼まで幅広い

生育環境が存在していることが示された。また、湖沼の水生植物が抱える課題として、人

間活動による水生植物の生育環境の喪失、文化や伝統知の喪失、外来種の侵入、化学物質

汚染に加えて、汽水湖では「生育環境のグラデーション」の喪失など、生物多様性の損失

に関わるいくつかの要因が挙げられた。事例研究を行った湖山池・東郷池では、湖口と日

本海とを繋ぐ流出河川において行われた人為改変によって、湖内環境の変化が生じていた。 
第2章では、山陰地方の汽水湖である湖山池において塩分が汽水湖の生態系に及ぼす影

響に注目し、湖口での塩分フラックスの定量的な評価を試みた。海水遡上は日本海と湖山

池の間を流れる湖山川に設置された水門によって制御されている。湖山池では過剰な海水

遡上によって淡水性の水生植物が消滅した可能性が高いと指摘されている。2021年8月8
日から10月21日にかけて、層別の流速および塩分濃度を10分毎に観測した。その結果、湖

山池湖口での塩分フラックスは0.09 ~ 5.82 kg/m2/ s と試算された。このうち、塩分フラ

ックスが大きかったのは、湖内と水門下流の水位差および水門の開度が大きく、さらに水

門下流の塩分濃度が高い場合であった。逆に塩分フラックスが小さい場合には、水位差に

特徴は見られなかったが、水門開度が小さく、水門下流の塩分濃度が低く、逆流時間が短

い傾向があった。

第3章では、山陰地方の汽水湖である東郷池において、水生植物の生育環境として重要



な塩分と光環境に注目し、淡水性水生植物のセキショウモVallisneria asiatica Mikiの生育

ポテンシャルを検討した。東郷池では現在でも水生植物の生育が確認されているものの、

近年、その多様性が減少していることが指摘されている。塩分については、セキショウモ

の生育場所について2016年4月から1年間観測した結果から、これまで報告されている塩分

の上限値を超え、一時的に6.98 PSUになる環境下でも生育できることが明らかとなった。

また、2016年の平均透明度から、水深1.5 m まで生育できることが推定された。これら

の条件を基に湖内の塩分分布図および湖底地形図からそれぞれ生育適地を抽出し、両条件

を満たす北東部および西岸の入江が生育ポテンシャルの高いエリアとして広範囲に選定

された。これらは年間を通じて塩分が高くならず、かつ、水深が浅い状態が保たれる場所

として、本種の保全に向けて重要なエリアであると考えられた。 
第4章では、世界規模で生じている気候変動がもたらす海面上昇と将来予測から汽水湖

の水生植物に対する影響を考察し、第2・3章の事例研究により導かれた結果などから、そ

の適応策としても有効な保全・再生手法を検討した。日本沿岸の海面水位は近年上昇傾向

である。さらに今後の気候変動による海面上昇に伴って、汽水湖では湖口での塩分フラッ

クスの増大を引き起こし、湖内の塩分濃度は大きく上昇し、多くの汽水湖で淡水性の水生

植物が衰退する方向へ進む可能性が示唆された。汽水湖の塩分環境などの重要な環境因子

は、時間的・空間的に著しく変化する。そのため、汽水湖の水生植物の保全・再生を進め

るうえで、本論文で示した塩分・光環境に基づいた生育環境の時間的・空間的な評価手法

は有効であり、さらに塩分フラックスの特徴に基づいた適応策を講じることが重要である

ことを示した。また、汽水湖の塩分環境が作り出す「生育環境のグラデーション」を維持

することで、湖内に複数の生育環境を生み出し、その生育環境に適応した種が定着するこ

とで、汽水湖における水生植物の多様性が保たれると考えられた。 


